
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
 

【法務省刑事局】 
 



 

 



性犯罪の罰則の改正に関する法制審議会の審議状況等

○ 平成２６年１０月～平成２７年８月
「性犯罪の罰則に関する検討会」
・刑事法研究者，法曹三者，被害者支援団体関係

者等による検討

○ 平成２７年１０月９日
法制審議会に諮問

において審議法制審議会（総会）

○ 平成２７年１１月～平成２８年６月
において審議法制審議会刑事法（性犯罪関係）部会

・合計７回の審議（被害者等からのヒアリングを含む）

・平成２８年６月１６日（第７回会議）において要綱（骨

子）の取りまとめ

○ 平成２８年９月１２日
において審議の上，法制審議会（総会）

法務大臣に答申



性犯罪に対処するための刑法の一部改正に関する
要綱（骨子）の概要

（第一，第二）① 強姦罪等の構成要件の見直し

行為者及び被害者の性別を問わず，「性交等」（性交，肛

門性交，口腔性交）を重い処罰の対象とする。

※ 現行法は，「女子」に対する「姦淫」（性交）のみを強姦罪として
重い処罰の対象としている。

（第一，第二，第五，第六）② 法定刑の引上げ

○ 強姦罪，準強姦罪

「３年以上の有期懲役」→「５年以上の有期懲役」

○ 強姦等致死傷罪

「無期又は５年以上の懲役」→「無期又は６年以上の

懲役」

○これに伴い，集団強姦等罪（４年以上の有期懲役），集団

強姦等致死傷罪（無期又は６年以上の懲役）を廃止。

③ 監護者であることによる影響力があることに乗じて性交等

（第三）をした場合に関する罰則の新設

１８歳未満の者を現に監護する者（例：父母等）であるこ

とによる影響力があることに乗じて，性交等・わいせつ行為

をした場合（暴行・脅迫不要）

→ 強姦罪・強制わいせつ罪と同様の法定刑で処罰

（第四）④ 性犯罪の非親告罪化

強制わいせつ罪，準強制わいせつ罪，強姦罪，準強姦罪，

わいせつ・結婚目的の略取・誘拐罪を，非親告罪化。

※ 改正法施行前の行為についても，原則，非親告罪として取り扱う。

（第七）⑤ 強姦と強盗とを同一機会に行った場合の罰則整備

強姦行為と強盗行為とを同一機会に行った場合は，その先

後を問わず，「無期又は７年以上の懲役」とする。

※ 現行法では，

強盗が先行 → 無期又は７年以上の懲役
（強盗強姦罪：２４１条）

強姦が先行 → ５年以上３０年以下の懲役
（強姦罪と強盗罪の併合罪：１７７条及
び２３６条）



- 1 -

要
綱
（
骨
子
）

第
一

強
姦
の
罪
（
刑
法
第
百
七
十
七
条
）
の
改
正

か
ん

十
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
性
交
、
肛
門
性
交
又
は
口
腔
性
交
（
以
下
「
性
交
等
」
と
い
う

こ
う

く
う

。
）
を
し
た
者
は
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
十
三
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
性
交
等
を
し
た

者
も
、
同
様
と
す
る
こ
と
。

第
二

準
強
姦
の
罪
（
刑
法
第
百
七
十
八
条
第
二
項
）
の
改
正

人
の
心
神
喪
失
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
乗
じ
、
又
は
心
神
を
喪
失
さ
せ
、
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
さ
せ
て
、
性
交
等
を

し
た
者
は
、
第
一
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三

監
護
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
た
わ
い
せ
つ
な
行
為
又
は
性
交
等
に
係
る
罪
の
新
設

一

十
八
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
を
現
に
監
護
す
る
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
て
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
刑
法
第
百
七
十
六
条
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

十
八
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
を
現
に
監
護
す
る
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
て
性
交
等

を
し
た
者
は
、
第
一
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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三

一
及
び
二
の
未
遂
は
、
罰
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
四

強
姦
の
罪
等
の
非
親
告
罪
化

一

刑
法
第
百
八
十
条
を
削
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

刑
法
第
二
百
二
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二
百
二
十
四
条
の
罪
及
び
こ
の
罪
を
幇
助
す
る
目
的
で
犯
し
た
第
二
百
二
十
七
条
第
一
項
の
罪
並
び
に
こ
れ
ら
の

罪
の
未
遂
罪
は
、
告
訴
が
な
け
れ
ば
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三

一
及
び
二
の
適
用
範
囲

一
及
び
二
に
係
る
規
定
（
以
下
「
改
正
規
定
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
非
親
告
罪
化
が
さ
れ
る
罪
で
あ
っ
て
、
改
正
規

定
の
施
行
前
に
犯
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
規
定
の
施
行
の
際
既
に
法
律
上
告
訴
が
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て

い
る
も
の
を
除
き
、
改
正
規
定
の
施
行
後
は
、
告
訴
が
な
く
て
も
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
五

集
団
強
姦
等
の
罪
及
び
同
罪
に
係
る
強
姦
等
致
死
傷
の
罪
（
刑
法
第
百
七
十
八
条
の
二
及
び
第
百
八
十
一
条
第
三
項
）

の
廃
止

刑
法
第
百
七
十
八
条
の
二
及
び
第
百
八
十
一
条
第
三
項
を
削
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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第
六

強
制
わ
い
せ
つ
等
致
死
傷
及
び
強
姦
等
致
死
傷
の
各
罪
（
刑
法
第
百
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
）
の
改
正

一

刑
法
第
百
七
十
六
条
若
し
く
は
第
百
七
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
の
一
の
罪
又
は
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪
を
犯
し

、
よ
っ
て
人
を
死
傷
さ
せ
た
者
は
、
無
期
又
は
三
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

第
一
、
第
二
若
し
く
は
第
三
の
二
の
罪
又
は
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪
を
犯
し
、
よ
っ
て
人
を
死
傷
さ
せ
た
者
は
、
無
期

又
は
六
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
七

強
盗
強
姦
及
び
同
致
死
の
罪
（
刑
法
第
二
百
四
十
一
条
）
並
び
に
強
盗
強
姦
未
遂
罪
（
刑
法
第
二
百
四
十
三
条
）
の
改

正
一

次
の
１
に
掲
げ
る
罪
又
は
次
の
２
に
掲
げ
る
罪
の
一
方
を
犯
し
た
際
に
他
の
一
方
を
も
犯
し
た
者
は
、
無
期
又
は
七
年

以
上
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
罪
も
未
遂
罪
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１

第
一
若
し
く
は
第
二
の
罪
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪
又
は
第
六
の
二
の
罪
（
第
三
の
二
の
罪
に
係
る
も
の
を

除
き
、
人
を
負
傷
さ
せ
た
場
合
に
限
る
。
）

２

刑
法
第
二
百
三
十
六
条
、
第
二
百
三
十
八
条
若
し
く
は
第
二
百
三
十
九
条
の
罪
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪
又
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は
同
法
第
二
百
四
十
条
の
罪
（
人
を
負
傷
さ
せ
た
場
合
に
限
る
。
）

二

一
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
自
己
の
意
思
に
よ
り
い
ず
れ
か
の
犯
罪
を
中
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
し
、

又
は
免
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

一
の
１
に
掲
げ
る
罪
又
は
一
の
２
に
掲
げ
る
罪
の
一
方
を
犯
し
た
際
に
他
の
一
方
を
も
犯
し
、
い
ず
れ
か
の
罪
に
当
た

る
行
為
に
よ
り
人
を
死
亡
さ
せ
た
者
は
、
死
刑
又
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


	Taro-修正なし　ポンチ１枚目（審議官改）【答申後】
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